
か
得
を
し
た
か
の
よ
う
な
考
え
の
方
も
~
お
知
ら
せ

疇

テ
小
燃
物
収
集
匠
つ
い
て

ぃ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
決
し
て
得
に
な
~

｀

り

ず

、

不

利

に

な

り

ま

す

。

そ

の

一

っ

疇

玉

住

ン

丘
、
将
来
受
給
す
る
老
令
年
金
額
が
納
~
ー
ー
住
民
課
ー
ー
[
折
夕

付
し
た
場
合
の
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。
一
空
ピ
ン
、
空
缶
、
ガ
ラ
ス
等
の
不
燃
云
ノ

所

所

善

校

所

◎
時
期
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
•
そ
の
二
は
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
を
』
物
収
集
を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
：
よ

~
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
れ
が
発
生
玉
丘

2

日
小
藪
、
上
石
丸
、
中
野
・
し
鰐
鱈
鱈
麟
疇
碍
麟
麟
館

鹿

野

川

小

IJ
川

谷

生

林

集

藪

民

~
5月
2
6日
大
谷
、
肱
栄
、
久
下
ユ
ま
場
谷
山
和
居
（
子
津
小
公

｀

試

験

場

所

大

洲

保

健

所

：

し

た

月

に

か

か

る

一

ケ

年

前

か

ら

納

付

i

来
る
四
月
十
九
日
は
＿
＿
◎
採
旦
臼

□口
上
自
衛
官
）
口
い
戸
[
[
汀
[
[
三
〗
ロ
ニ

]
5月2

7日戸
鰐
豆
戸
戸
口
、
中
津
知
ー

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
O
O
O

1
5
1
5
1
5
1
5
1
5
1
5
1
5
1
5
1
5
 

~
二
等
海
士
（
海
上
自
衛
官
）
‘
免
除
期
間
又
は
、
納
付
期
間
で
満
た
さ
~
宇
和
川
地
区
、
岩
谷
、

5
を
r

肱

川

町

創

立

三

十

周

年

記

念

日

で

す

[
二
等
空
士
（
航
空
自
衛
官
）
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
~
三
和
、
月
野
尾
玉
仁
～
～
～
←
』
』
←

5
応

.

[

収

集

日

の

前

日

に

出

し

ま

し

ょ

う

0

0

0

⑩

g
9
9
m
m
m
9

ー

3
3
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3

来

る

四

月

二

十

九

日

は

、

昭

和

十

八

．

る

た

め

、

ふ

さ

わ

し

い

行

事

を

催

し

て

＂

ー

ー

ー

ー

ー

判

寺

：

e

型

ー

1

1

•
国
民
年
金
の
保
険
料
を
‘
]
、
。
血
液
型
判
定

(
1
5オ以
上
）

年
四
月
二
十
九
日
元
河
辺
村
、
大
谷
村
、
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
来
る

夜

日

日

日

日

日

日

日

日

日

宇
和
川
村
が
合
併
し
、
肱
川
村
が
発
足
~
二
十
九
日
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
日
を
．
よ
り
豊
か
な
老
後
に
そ
な
え
て
[
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
（
事
業
所
等
に
日
ー

7
8
2
4

，
O
ー
ー

し

て

か

ら

三

十

年

目

を

迎

え

ま

す

。

姿

祝

い

し

、

町

発

展

の

た

め

御

尽

力

ぃ

納

め

る

こ

と

が

困

難

な

勤

務

の

方

は

次

回

に

実

施

し

ま

す

）

向

i

月

m
m
m
即

即

印

胆

胆

月

~
0

成
人
病
検
診

(
4
0
オ
ー
6
4オ
）

5
5
5
5
5
5
5
5
6

方

は

免

除

の

手

続

苔

を

．

”

年

金

を

十
周
年
と
か
、
百
周
年
目
と
か
一
定
こ
た
だ
い
て
お
り
ま
ず
、
町
外
、
町
内
関
[

の
時
期
に
、
．
過
去
の
発
展
と
現
在
の
繁
五
加
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
表
わ
す
~

血

液

比

重

と

は

ふ

や

し

布

し

ょ

う

”

栄
を
よ
く
見
つ
め
、
功
績
の
あ
っ
た
先
五
め
記
念
式
典
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
~
国
民
年
金
は
、
老
後
や
不
慮
の
事
故
[

に
備
え
て
保
険
料
を
積
立
て
て
年
金
に
~

輩
の
業
鎖
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
」
て
い
ま
す
。

[
血
液
の
比
重
と
は
、
全
血
比
重
と
も
．
を
強
く
感
じ
な
い
の
で
す
。

の
経
験
と
教
訓
を
現
在
に
生
か
し
、
将
~
こ
の
日
は
町
内
の
方
々
全
員
で
祝
っ
；
よ
り
生
活
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
"

、

[

の

で

す

。

か

け

金

を

も

っ

と

出

し

て

も

よ

い

か

；

よ

び

、

血

液

中

の

成

分

の

う

ち

、

主

に

[

原

因

に

は

o

来
へ
向
っ
て
の
歩
み
を
よ
り
確
固
と
す
]
て
い
た
だ
く
意
味
を
も
っ
て
、
各
戸
々
．

と
い
歪
匹
血
球
の
密
疲
を
知
る
手
が
か
り
と
な
[
-
、
鉄
の
吸
収
力
の
悪
い
人

酒
代
の
補
助
と
記
念
品
を
贈
る
こ
年
沐
険
料
は
毎
月
納
め
て
い
く
の
が
建
前
．
ら
、
た
く
さ
ん
の
年
金
が
栂
し
い

る
た
め
心
構
え
を
新
た
に
し
よ
う
と
す
〗
肴
、

．
二
、
痔
や
胃
潰
瘍
な
ど
出
血
性
の
病

る
気
運
は
、
皆
ん
な
の
心
の
中
に
必
然
玉
J

に

な

っ

て

い

ま

す

の

で

、

さ

き

に

の

．

で

す

。

う

人

の

た

め

に

、

II

加
算
年
金
制
疲

II

三
る
も
の
で
す
。

的
に
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。
;
ぺ
ま
し
た
趣
旨
を
お
含
み
の
上
、
部
落
入
〇
し
か
し
家
計
が
苦
し
か
っ
た
り
、
；
が
あ
り
ま
す
。
~
比
軍
の
軽
い
直
接
の
原
因
は
、
~
気
が
あ
る
人
。

町
で
は
、
こ
の
気
運
を
よ
り
よ
く
助
．
で
一
し
ょ
に
澁
祝
い
を
し
て
い
た
だ
く
失
業
や
災
害
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
た
．
定
額
か
け
金
一
ヶ
月
五
百
五
十
円
の

f

-

、
赤
血
球
の
少
な
い
も
の
C

・
三
、
鉄
分
不
足
、
欠
乏

長
し
、
こ
の
年
を
意
義
の
あ
る
年
と
す
{
碗
苓
願
い
し
ま
す
o

；
、
て
も
納
め
ら
れ
な
ぃ
人
に
っ
ぃ
て
は
ぶ
芦
穴
加
算
分
―
ケ
月
三
百
五
十
円
を
[
ニ
ヽ
赤
血
球
の
小
さ
ぃ
も
の
、
な
ど

i

四
ヽ
そ
の
他
の
貧
血
性
疾
息
な
ど
ぃ

[

｀

0
い
る
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
問

犀
盆
眠
料
を
免
除
す
る
制
炭
が
あ
り
ま
す
。
．
か
け
て
い
た
だ
く
と
、
あ
な
た
の
う
け
ふ
か
お
お
く

・o 
JJ
れ
に
は
、
所
有
金
額
、
固
定
資
；
Q

I

I

年
金
”
は
さ
ら
に
多
く
な
り
．
し
た
が
っ
て
赤
血
球
の
中
に
核
と
し
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
出
産
、
月
経

そ
存
在
し
、
酸
素
を
運
ぷ
役
目
を
す
る
[
等
で
貧
血
を
澁
こ
し
や
す
い
女
性
が
ヽ

=＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝lll[l-＝＝＝＝-l[-ll[ll-「

l=＝＝l-＝l-lll=＝lllll-ll-lllll=llllIlllllll==.辛
牢
な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
]
ま
す
。

ぺ
モ
グ
ロ
ピ
ン
（
鉄
と
蛋
白
質
で
作
ら
：
そ
れ
を
い
か
に
食
事
、
其
の
他
で
補
っ

(
の
で
あ
っ
て
、
申
請
し
た
か
ら
免
除
さ
~
ど
れ
だ
け
多
く
も
ら
え
る
か
？

町

の

行

政

組

繕

が

改

正

さ

れ

古

し

た

・

五

る

と

い

う

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

例

え

ば

加

算

分

を

二

十

五

年

か

け

た

人

ぷ

い

て

い

る

）

も

少

な

か

っ

た

り

、

小

さ

[

て

い

vか
o

・O
疇
・
．
に
か
か
つ
て
ぃ
る
ょ

:9で
す
。

|
|
•
第
八
十
七
回
臨
時
議
会
|
|
ー
〔

O

ど
の
程
腐
で
免
除
に
な
る
か
と
い
は
、
定
額
一
ヶ
月
八
千
円
の
ほ
か
に
四
五
”
っ
た
り
し
ま
す
。

；
う
と
、
五
人
家
族
の
世
帯
で
前
年
の
所
三
千
五
百
円
が
加
算
さ
れ
（
一
ヶ
月
一
万
~
で
す
か
ら
血
液
比
璽
と
、
赤
血
球
の
[
貧
血
の
母
親
か
ら
生
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

羞
向
が
四
十
万
円
程
股
、
固
定
資
産
額
が
二
＿
千
五
百
円
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
た
り
な
い
貧
血
と
は
密
接
な
か
か
わ
り
口
は
、
生
れ
な
が
ら
に
貧
血
と
い
う
ハ
ン

町
の
行
眩
組
織
は
、
従
来
総
務
課
‘
[
企
画
調
整
室

二
十
万
円
程
縦
、
十
八
才
未
満
の
子
供
~
“
加
入
で
き
る
人
“
`
3
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。
~
デ
ィ
を
お
う
こ
と
に
な
り
、
出
産
後
の

税
務
課
、
住
民
課
、
産
業
建
設
課
、
地

i

総
務
課

嘉
三
人
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の
加
入
者
で
、
か
け
金
を
免
~
症
状
も
つ
か
れ
や
す
い
。
か
ら
だ
が
~
急
速
た
成
長
期
に
栄
養
が
貧
血
を
克
腹

町
民
課

籍
調
査
課
、
商
工
観
光
室
の
五
課
一
室

i

そ
れ
に
長
期
医
療
聟
な
ど
が
算
定
さ
れ
広
除
さ
れ
て
い
る
人
と
年
年
金
加
入
者
〗
ん
る
い
、
頭
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
．
し
て
し
ま
う
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

で
し
た
が
、
最
近
の
行
政
事
務
は
量
の
~
生
活
福
祉
課
．
｀

増
加
と
併
せ
、
非
常
に
巾
広
く
か
つ
高
~
産
業
建
設
課
:
ま
す
。
い
以
外
は
だ
れ
で
も
希
に
よ
っ
て
加
入
広
昭
々
に
き
た
軽
度
の
も
の
で
は
別
に
な

i
せ
ん
。

〔。
．
申
請
免
除
は
、
追
納
す
る
と
い
う

1
で
き
ま
す
。
；
～
の
症
状
も
み
ら
れ
な
い
も
の
が
筏
と
~
母
体
の
血
液
低
比
重
と
貧
血
は
単
に

度
な
処
理
が
要
求
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
~
国
土
調
査
室

；
の
が
建
前
で
す
か
ら
、
ゆ
と
り
が
で
き
~
~
ん
ど
で
す
°
[
献
血
問
題
に
だ
け
で
な
く
、
明
日
の
日

来
ま
し
た
の
で
、
体
制
を
改
め
、
効
果
~
商
工
観
光
室

~
除
々
に
貧
血
が
茶
こ
る
場
合
に
は
、
丁
本
を
つ
く
る
と
い
う
も
っ
と
深
い
意
味

-
[
か
ら
だ
の
順
応
力
が
あ
っ
て
自
覚
症
状
：
か
ら
も
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

的
な
事
務
処
理
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
~
尚
事
務
の
分
担
も
一
部
変
り
ま
し
た
こ
た
ら
納
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
~

四
課
三
室
に
組
織
を
改
め
ま
し
た
。
ご
3
で
別
紙
一
覧
表
を
御
参
照
下
さ
い
。
追
沐
険
料
を
免
除
さ
れ
た
場
合
に
、
な
に
~

八
巳o

o
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無
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日

日

日

,
t
J
o
1
 

2

3

3

 

の
鼻
か
ら
く

、
一
、
妊
婦
健
康
相
談

：
と
き
、
，
五
月
十
八
日
、
九
時

i

十
二
時

：
と
こ
ろ
、
肱
川
公
民
館

；
り
容
[
・

~
0

衛
生
教
育
、

議会常任委員会
納税相談 （役場）
国保運営委員協議会
給食センター運営審議会
愛教研肱川支部壮年部研修会
岩谷地区消防施設テレビ施設落成式
中央分館幼児教育学靱（公民館）
着付教室 （公民館）
教育委員会•( II)) 
教研青年部会（公民館）
納税相談 （役場）

”II. (`： 9ゃ）
fl If・. (11・) 

山槌集会所落成式
課長会

県道網入路練滸路調査

第86回畠贋町議会
大谷小学 校記念式典
顕彰碑除幕式打合会
議員樹欝会及本鑓義
文化委員会 （役場），
産業委員会 (9 ) 
教研理事会 （公民館）
総務委員会 （役場）
種痘接種（予子林，岩谷）
町議会本会議
課長会
種痘予防接種（公民館）
乳児健康相談( ” ) 
除幕式準備 ( II ) 
稲転対策事業出来高検査
故井女史顕彰碑除幕式（
観光協会総会（公民館）
定時制との懇談会
観光協会幹事会
農業研修終了式（大谷）
全校一今学期終了式
公民館成人大学
町内小学校卒業式
農業委員会 （公民館）
広城市町村圏幹事会
川上青色申告会総会

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日
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I
I
I
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9
5
”
”
”
6
7
8
I
f
9
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0
2
9
3
4
9
”
5
6
7
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I
I
O
I
f
l
l
2
3
9
3
”
”
4
f
l
6
1
1
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1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

 

る

の

知

ら

出
産
の
生
理
~

）
 

て

い

な

い

し

い
の
犬
は
野
犬
と
み
な
し
処
分
し
さ

）
 

突
然
、

.

o

 

~
〇
診
察

~
妊
婦
さ

に
よ
る
）

の
ぅ
症
は
、
だ
れ
で
恵
が
知
っ
て
さ
い
う
み
の
よ
う
が
流
れ
出
ま
五
持
参
下
さ
い
。

鼻
の
病
気
で
す
が
、
歯
か
ら
お
こ
~
す0
軽
い
と
音
は
ふ
と
に
お
う
だ
け
の

i
ま
だ
妊
婦
届
を
提
出
し
て
な
い
方
は

こJ
と
永
あ
り
ま
す
が
、
歯
を
抜
い
た
あ
；
是
非
来
て
下
さ
い
。

る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
•

と
の
穴
が
、
上
顎
洞
の
底
忙
ぬ
け
て
蓄
[
二
、
乳
児
健
康
相
談

上
ぁ
ご
の
奥
、
歯
の
根
の
先
端
が
化
~

：
と
き
、
五
月
二
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肱川土場木材相場表 単位大当り。円

昭和48年 4月7日県森連市より
乾しいたけ相場表 単位 1..K作毎り叶円

長 サ 未口径 す ぎ ひのき ま つ そ の 他

7虚下 松パルプ材
8 //上 1 1 7 1 1 7 末口 6cm.上

4:.m、 1 1 fl II 7 8 1 2 5 2 6回
161111 8 0 128 5 4 
3 0 fI II 9 7 1 5 6 7 8 

7畑下上
3 m 8 ll 5 1 5 2 雑パルプ材

13//// 9 1 1 1 7 5 末口 6cm上161111 9 1 5 5 5 4 
2 2円

7 cm. 下上
2 m 8 11 1 8 3 2 

161111 2 3 4 0 3 5 松箱材
30111! 4 0 5 1 43 

末口 14cm上
1 m -1.3 cm上 1 6 2 0 3 5円～ 45円

6 m 1. 3cm上 110 2 2 6 

6加上 定場 8 9円～ 12 2円

備 本表は』肱川町内の自動車士場の価格です。出荷羅が
考 減ったためか売れゆき良’→ ^.l.m 9..l.-. o -、

昭和48年 4月7日県森連市より
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3, 0 1.3円
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品別概況は次の通りです。

? 0田安

1 1 8円高

8 0円安

3,400円～3,800円

2,900円～3,4 0 0円

2,900円～3,4 0 0円

2, 5 0 0円～2,8 0 0円

3,400円～3,9 0 0円

3,200円～ 3,9 0 0円

椎

茸

ヽ

木

材

相

場

表

II ” 
2, 8 0 0円～3,200円

1,400円～2,000円

宜
月
の
農
作
業

ジャミ物 1, 4 0 0円～2,0 0 0円

次回市予定は4月 17日鼻 4月 28日です。
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